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秋田県大仙市板見内字一ツ森410

08170特別養護老人ホーム

15,542.00㎡

2.0ｍ

真森苑・紫陽花館の排煙窓手動開放装置（オペレーター）を改修する。

紫陽花館のトップライトガラスの亀裂・破損箇所を改修する。

指定なし

行事等

２

２

２

真森苑トップライト他改修工事

草階建築創作所東京支店

秋田本社

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

計 画 意 匠 構 造 電 気 機 械

図面番号

管　理　建　築　士
日年 月設計年月日

株式会社一級建築士事務所
代表取締役 秋田市中通２丁目２番３２号

一級建築士登録番号

０４２（４６２）２１８８

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称

佐藤　幸喜

金 谷　修

第３０４３４２号
－
－

製 図

工　事　概　要Ｉ

１．工事名

２．工事場所

建築改修工事特記仕様書（Ⅰ）

防火地域等　　　　（・ 防火　・ 準防火　・ 法２２条指定区域　・ 指定なし）

３．用途地域等

４．主要用途

５．敷地面積

風速（Ｖｏ）　・ ３０　・ ３２　・ ３４垂直積雪量（ｍ）

地表面粗度区分　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　

６．その他の条件

７．改修内容　（対象棟、工事種別、改修部位等）

II 建　築　改　修　工　事　仕　様

１．共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準

３）特記事項に記載の（　）内及び＜　＞内表示番号は、それぞれ公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）及び

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）の当該項目、当該図面又は当該表を示す。

２．特記仕様の適用等

１）項目は、番号に

３．特記仕様書の範囲

特記仕様書は、本特記仕様書の他、以下の・印のものを適用する。

・

・

・

・ 建築工事特記仕様書　　・ 電気設備改修工事特記仕様書　　・ 機械設備改修工事特記仕様書

その他の地域、区域（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

・

・

都市計画区域　　　（・ 内　　・ 外）

印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・　印の付いたものを適用する。 ・　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・　印と※印が同時に付いた場合は共に適用する。

特　記　事　項

１．適用基準等１　

一　

般　

共　

通　

事　

項

項　目章

※ 建築工事監理実施要領（秋田県建設交通部監修）（平成１６年版）

仕様書（建築工事編）（平成３１年版）」、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）」及び「建築

物解体工事共通仕様書（平成３１年版）」による。

（１．１．４）

※ 公共建築工事標準仕様書に基づく建築工事の施工管理(施工計画書作成要領)(一般社団法人
　 公共建築協会)（令和２年版)

※ 適用する ・ 適用しない

・ 適用する（・発注者指定方式　・任意着手方式)
　 適用する場合は別に定める「余裕期間に係る特記事項」によること。

※ 営繕工事写真撮影要領　(令和３年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課）

２．工事実績情報サービス
　　(CORINS）への登録

３．工事の余裕期間 ※ 適用しない

４．技術者の専任 ※契約締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設
　工事等が開始されるまでの間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専
　任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、契約締結後、監督職員と打合せ
　において定める。
・契約締結後、　年　月　日までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場
　への専任を要しない。
※工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く）、事務手続、
　後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への
　専任を要しない。なお、検査が終了した日は、完成検査確認通知書の日付けとする。

（令和４年二改訂版） ※令和5年1月1日以降適用

工事中、完成時ともカラー写真とする。

分類 規格 提出部数撮影箇所

サービス版 工事写真の撮り方建築編 部着工前

工事中 サービス版 工事写真の撮り方建築編 部

完成時 ・ サービス版 工事写真の撮り方建築編 部

・ キャビネ版 部同上

営繕年報用 外部１枚、内部１枚 部・ キャビネ版

写真も可とし、その仕様等は監督職員の指示による。
この表のほか監督職員が必要と認め、指示した箇所及び部数。また、上記の写真はデジタル

工事期間より 　日前 （１．２．１）６．概成工期

５．工事写真

　 　(3)女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用については、それを証

・ 適用する ※ 適用しない （１．３．３）

　 発注者指定型

　 受注者希望型

　 　(1)モデル工事の実施について、「秋田県女性技術者登用モデル工事実施要網」に基づい
　 　　 て実施するものとする　

　 　　 明できる書類の写し(実際の取引伝票等)を監督員に提出するものとし、その費用につ
　 　　 いては設計変更の対象とする。

　 　　 場合は、本工事をモデル工事として扱うものとする。

　 　　 て実施するものとする。

　 　(4)女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用については、それを証
　 　　 明できる書類の写し(実際の取引伝票等)を監督員に提出するものとし、その費用につ
　 　　 いては設計変更の対象とする。

・ 適用しない　

　 　　 者登用を希望する場合、発注者と協議を行い、実施について発注者が認めて指示した

７．女性技術者活躍
　　モデル工事の対象

　 　(1)本工事は、秋田県女性技術者活躍モデル工事（受注者希望型)であるため、女性技術

　 　(2)モデル工事の実施について、「秋田県女性技術者活躍モデル工事実施要網」に基づい

８．電気保安技術者

※ 適用する（・発注者指定方式　※受注者希望型)

　 　(2)快適トイレ(女性専用)の設置に要する費用は、共通仮設費に計上しているが、「快適
　 　　 トイレ実施要領」に基づき、設計変更の対象とする。　

　 　(3)快適トイレの設置に要する費用は、「快適トイレ実施要領」に基づき設計変更の対象
　 　　 とする。

９．週休２日制工事の
　　対象

※適用する
　(1)工事の実施については、「秋田県週休２日制工事実施要綱」及び「秋田県週休２日制
　　 工事に関する営繕課運用」に基づいて実施するものとする。
　(2)発注時は4週8休以上を前提に労務費を補正して積算している。
　(3)工事完成時、現場閉所の達成状況が4週8休に満たない場合、その達成状況に応じて、
　　 補正分を減額変更する。
・適用しない

（１．３．５）関連工事による施工時期の調整
・ 無

施工時期、時間の制限 ※ 指定しない
部位別施工順序 ※ 指定しない ・ 図示による
工事用車両の駐車場所 ・ 無・ 有（図示）

・ 無・ 有（図示）資機材置場所
関連機関等との協議の未成立事項 ・ 有（内容：　　　　　　　　　　）

・ 無
・ 有（内容：　　　　　　　　　　）関連機関等との協議結果
・ 無

・ 有（内容：　　　　　　　　　　）１０．施工条件

に基づき、指定された建設機械を使用する。

排出ガス対策型建設機械を使用する。

（１．３．７）

（１．３．７）

※ 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定(平成９年建設省告示第１５３６号)」

※ 「建設機械に関する技術指針(平成３年建設省通知第２４７号)」に基づき、指定された

１１．施工中の安全確保

種　類 再資源化等をする施設名・住所・搬出距離（Ｋｍ）

（１．３．１２）

建設発生土

コンクリ－ト塊

アスファルト塊

建設発生木材

・ 特定建設資材廃棄物の再資源化が必要な発生材

・ 特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

処分施設の名称・住所・搬出距離（Ｋｍ）種　類

（１．３．１２）

１２．発生材の処理等

・ 引き渡しを要するもの

・ 現場再利用発生材

 特別管理産業廃棄物（・ 有　・ 無）

（１．３．１２）

（１．３．１２）

 アスベスト含有建材　　　・ 有　・ 無

受入施設名　　秋田県環境保全センター（大仙市協和上淀川 ）、　　km

・ 飛散性アスベストの使用状況

室　名 使用部位 詳細（厚さ等） その他

特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則（平成１７年国家公安委員会規

交通誘導員

・ 配置する（・ 警備業法第１８条に規定する特定の種別の警備業務　　・ 任意　）

・ 配置しない

（　　　　　人・日　）

関係機関との協議 （１．３．９）

・ 必要なし・ 必要（関係機関：　　　　　　　　　　）

するものとする。

及び再生資源利用促進計画書を、また工事完成時に同計画書の実施書を監督職員に提出

・ 秋田県建設副産物対策に係わる取扱い要領に基づき、工事着手前に再生資源利用計画書

（１．３．１２）

ＰＣＢ含有製品の処理

室　名 使用部位 詳細（厚さ等） その他

・ 非飛散性アスベスト成形板の使用状況

・ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）含有機器　　・ 有　・ 無
有の場合は、ＰＣＢを含有する電気照明器具等の機器から当該部分を取り消し、漏洩

・ＰＣＢ含有シーリング材　　　・有　　　・無　　　・不明（含有分析検査を行う）

ＣＣＡ処理木材及び石膏ボード製品の処分について　　　・該当　　　・非該当
次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。

は、秋田県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理するものとする。

・ 本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物について

 処分をする施設名〈住所〉、搬出距離(km)種　　　　類

・ＣＣＡ処理木材 

・ひ素混入石膏ボード

（小名浜吉野石膏㈱いわき工場　昭和

　４８年３月～平成９年４月に製造）

・秋田県環境保全センター〈大仙市協和上淀川〉、　　k m

※管理型最終処分場で埋立処分すること

・カドミウム含有石膏ボード（日東石膏

　ボード㈱八戸工場　平成４年１０月～

　平成９年４月に製造）

※管理型最終処分場で埋立処分こと

・秋田県環境保全センター〈大仙市協和上淀川〉、　　k m

・ 

　参考：廃石膏ボード現場分別解体マニュアル（案）（平成２４年３月国土交通省）

則第２０号）及び秋田県公安委員会告示第９４号（令和２年９月２９日）による。

引き渡すこと。
の恐れのない容器に納め、所定の表示を行い、監督職員の指示に基づき監督職員に

１３．交通安全管理

（１．３．１０）

１　ＪＩＳ及びＪＡＳマーク表示のある材料

３　秋田県認定リサイクル製品

２　エコマーク認定商品（（公財）日本環境協会）

５　以下の①～⑥の事項を満たす材料製造業者等が製造した材料

①　品質及び性能に関する試験データが整備していること。

②　生産施設及び品質の管理が適切に行っていること。

③　安定的な供給が可能であること。

④　法令等で定める許可、認定又は免許を取得していること。

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

（１．３．１３）

(1)　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティク

建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

ルボード、その他木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

建築材料等

い材料で設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの拡散量」の区分に応じた材料を使用

する。

(2)　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

する。

(3)　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有

しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

共建築協会）（以下「評価名簿」という。）に記載の製品

(4)　(1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデ

ヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用

したものとする。

設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次

の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

　　ヒド発散建築材料以外の材料

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する

工法によるものとする。

調査項目 調査範囲 調査方法 成果品

施工数量調査

・ 既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。 （１．５．３）

（１．５．２）

（１．６．２）

型枠施工（・型枠工事作業）　鉄骨（・構造物鉄工作業）　ブロック建築（・コンクリートブロック工事作業）

ＡＬＣパネル施工（・ＡＬＣパネル工事作業）　防水施工（・アスファルト防水工事作業・ウレタンゴム系塗膜

防水工事作業・アクリルゴム系塗膜防水工事作業・合成ゴム系シート防水工事作業・塩化ビニル系シート防水

工事作業・セメント系防水工事作業・シーリング防水工事作業・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事

作業・ＦＲＰ防水工事作業）　石材施工（・石張り作業）　タイル張り（・タイル張り作業）建築大工（・大工

カーテンウォール施工（・金属製カーテンウォール工事作業）　塗装（・建築塗装作業）　内装仕上げ施工

工事作業） 建築板金（内外装板金作業）　左官（・左官作業）　内装仕上げ施工（・鋼製下地工事作業）

サッシ施工（・ビル用サッシ施工作業）　自動ドア施工（・自動ドア施工）　ガラス施工（・ガラス工事作業）

（・プラスチック系床仕上げ工事作業・カーペット系床仕上げ工事作業・木質系床仕上げ工事作業・ボード

仕上げ工事作業）　表装（・壁装作業）　熱絶縁施工（・吹付け硬質ウレタンフォーム断熱工事作業）　内装

適用職種　（一級、単一等級の職種作業）

とび（・とび作業）　鉄筋施工（・鉄筋組立作業）　コンクリ－ト圧送施工（・コンクリート圧送工事作業）

仕上げ施工（・カーテン工事作業）　路面標示施工（・溶融ペイントハンドマーカー工事作業・加熱ペイント

マシンマーカー工事作業）　造園（・造園工事作業）

※ 適用する

・ 適用しない

仕上り程度の判断ができる見本施工の実施 （１．６．５）

・ 実施する（実施する部位：　　　　　　　　　　　　　）

・ 実施しない

・ 測定対象化合物質

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

・ 測定対象室

（１．６．９）

測定対象室は、原則としてすべての居室及び常時換気をしない書庫、倉庫等（改修工事

においては、内装改修等を行った室に限る）とする。使用した材料、室の形状、換気設

そのうち１室以上を測定してよい。

・ 測定箇所数

測定箇所数は、次による。また、全ての測定箇所においてホルムアルデヒド、トルエン、

キシレン、エチルベンゼン及びスチレンの濃度を同時に測定する。

Ａ≦５０ ５０＜Ａ≦２００ ２００＜Ａ≦５００ ５００＜Ａ

１ ２ ３ ４

測定は、パッシブ型採取機器を用いる。

室の床面積Ａ（㎡）

測定箇所数

工事施工中に事故、災害が発生した場合は、直ちに監督職員に通報するとともに、事故の全

容が判明次第、指示する事故報告書により速やかに監督職員に提出すること。

既存部分の養生　　・ 必要（養生部分　　　　　　　　　　　)　・ 必要なし

※本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　以下のいずれかに該当するものとする。

４　建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新年版）（（一社）公

同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受けること。

また、商品名等が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、

資料又は、外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

なお、５の材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる

次の(1)から(4)までを満たすものとする。

塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な

測定 ことを確認し、監督職員に報告すること。

備等の使用が類似しており同様の測定結果となることが予想される複数の室については、

採取機器及び採取要領については監督職員の指示による。

１４．事故報告

１５．既存部分の処理

１６．建築材料等

１７．化学物質を放散する

１８．特別な材料の工法

１９．施工調査

２０．技能士

２１．見本施工

２２．化合物質の濃度

・ 測定方法

・中間検査　　※実施する　　・実施しない

第１回

第２回

（１．７．２）

中間検査の時期回数

２３．技術検査

次の室の揮発性有機化合物等の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下である

完成図面　　※製本１部

　製本する完成図書は、Ａ４版（黒表紙、金文字）とする。

（１．８．１）

※完成図（意匠図及び構造図）　・ 施工図　・ 構造計算書　　

※主要資材メーカーリスト　※保証書　※ 保守、保全に関する説明書

完成図書に綴じこむもの

※電子納品対象工事にあってはCD-R　　※その他監督職員の指示するもの

２４．完成図書等

CD-Rに格納するもの

※工事概要ファイル

受注者は、次により電子納品を行うものとする。

CD-R（監督職員提出用）　　（　　　部）

※完成図（※CAD　※PDF）　　※監督職員が指示した図面等

ただし、監督職員の承諾があった場合はこの限りでない。

(1)　完成図等は、「官庁営繕事業に係わる電子納品運用ガイドライン（営繕工事編）、営繕

２５．電子納品等 ※ 電子納品対象工事　　・ 電子納品対象外工事

※完成写真（※外観図５枚程度　※内観図５枚程度）

工事電子納品要領【令和３年改定　国土交通省大臣官房官庁営繕部】(令和３年３月２６

日国営施第１９号)」（（以下、「要領等」という。）に基づいて作成すること。

「要領等」で特に記載のない項目については、原則として電子データを提出する義務は

ないが、解釈に疑義がある場合は監督職員と協議の上、電子化の是非を決定するもの

とする。

(2)　電子データとは、「要領等」に示されたファイルフォーマットに基づいて作成すること。

(3)　設計監理業務として行う営繕年報作成のため、工事諸元情報の提供に協力すること。

施工範囲　建築工事特記仕様書の区分表又は工事区分表（図示）による。

施工図　　設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

２６．設備工事との取合い

・ 適用しない

契約事項による契約不適合責任期間満了前に契約不適合点検を行うので受注者は立ち会うこと。

※ 適用する２７．契約不適合点検

※ Ａ３版縮小原図（配置図、平面図、立面図、仕上表、一般断面図）とする。
添付するもの

※ 本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。３０．法定外の労災保険

３．既存部分の養生 （２．３．１）

・ 設ける（位置、延長等は図示）　　・ 設けない２　

仮　

設　

工　

事

１．仮囲い

・ 万能鋼板　（Ｈ＝　　　　）　　・ 波板鉄板（Ｈ＝　　　　　）

・ 単管シート（Ｈ＝　　　　）　　・ 

・ シートゲート（Ｈ＝　　　　、Ｗ＝　　　　）×　　ヵ所

内部足場　　※ 脚立、足場板等　　・２．足場その他 （２．２．１）

足場を設ける場合は、｢手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成２１年４

月策定」により、設置については「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準｣

によるものとする。

材料の運搬　　・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ Ｅ種 （２．２．１）

（２．２．１）外部足場　　※ 枠組足場（※ 手すり先行工法　・ その他）

　　　　　　・ くさび緊結式足場（※ 手すり先行工法　・ その他）

　　　　　　設置範囲（・図示による　　　・ 　　　　　）

防護シート　　※ 設ける（設置範囲　・図示による　・ 　　　　）　・ 設けない

既存部分の養生　　※ ビニールシート等　　・

既存家具等の養生　※ ビニールシート等　　・ 

備品、机・ロッカー等の移動　　　・行う（図示)　　※行わない

既存ブラインド、カーテン等養生及び保管場所

　　・養生を行わない　　

　　・養生を行う　(養生の方法：　　　　　　　　保管場所：　　　　　　　　　)　　

（２．３．２）４．仮設間仕切り

・ 設ける　　・ Ａ種　・ Ｂ種　※ Ｃ種　（詳細は図示）

仮設間仕切り

※ 設けない

仮設扉

・ 設ける　　※合板張り木製扉　・　　　（詳細は図示）

※ 設けない

・ 利用できない

・ 設けない （２．４．１）

・ 10㎡程度　  ・ 20㎡程度 　 ・ 35㎡程度　  ・ 65㎡程度　  ・ 100㎡程度

机、いす、電話、書棚、黒板、ゴム長靴、雨合羽、保安帽、安全帯、冷暖房機器、

その他監督職員の指示するもの。
・縮小製本図　（　　）部

・ 利用できる（※ 有償　・ 無償）６．工事用水及び電力

・ 利用できない

工事用電力　　構内既存の施設 ・ 利用できる（※ 有償　・ 無償）

工事用水　　　構内既存の施設

５．監督職員事務所 ・ 設ける

・ 受注者事務所の中に監督職員用スペ－ス　　　㎡ 程度確保する。

 　備品は下記のものを備える。

（２．４．１）７．工事表示板の設置

表示時期は工事着工時から完成時までとする。

表示板の形式

建　築　工　事　の　表　示

設 計 者

建 築 主

構 造 ・ 規 模

工 事 名 称

工 事 期 間

工 事 施 工 者

２　地色はマンセル記号１ＧＹ７．５／８とし黒文字（角ゴシック）で表現する。

３　建築主は、契約担当者名とすること。

４　表示板の大きさ

※ １号（横１８０ｃｍ×縦　９０ｃｍ） ・ ２号　（横２４０ｃｍ×縦１２０ｃｍ）

・ ３号（横３６０ｃｍ×縦１８０ｃｍ） ・ その他（　　　　　　　　　　）

※ 建設リサイクル法遵守指導としての「届出（通知）済シール」を建設業許可標識等に貼り

付けること。

工 事 監 督 者

工 事 監 理 者

注１　表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。　

監督職員が指定する位置に一箇所設置する。

令 和　　年　　月　　日　～　令 和　　年　　月　　日

８．工事現場のイメージ

（サイズ１．８００×９００　カラ－コピ－ラミネ－ト加工程度）

建物のイメ－ジがわかるようパ－ス等を活用して表示する。アップ
・ 行う ※ 行わない

９．建設発生土の処理 ※本工事より発生する建設発生土は、次の場所に搬出するものと想定している。

・工事発生後に明らかになった事情で、予定した条件により難い場合は、別途協議する。

建設発生土量　（　　　　　　　　　　）ｍ3

発生場所　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

搬出先、距離　（　　　　　　　　　　　　ｋｍ）

受入条件　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

・構外指示の場所に搬出する。

・構内指示の場所にたい積する。

・構内指示の場所に敷きならす。

３　

防　

水　

改　

修　

工　

事

養生方法

１．降雨等に対する （３．１．３）※改修標仕3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による　　　　・

（３．２．３）

既存保護層の撤去

・行わない

（３．２．５）

改修用ドレン ・設ける（ POAS, POASI, POD, PODI, POS, POSI, POX 工法の場合 )

　主防水材製造所の仕様による

・行う（範囲・図示による　　　　・　　　　　　　　)

・行う（範囲・図示による　　　　・　　　　　　　　)

・行わない

・行わない

・行う（・M4AS　・M4ASI  ・M4C  ・M4DI  ・L4X  )

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

既存保護層の補修及び処置（P0S工法及びP0SI工法（機械的固定工法））

既存下地の補修及び処置

※図示による　　　　・　　　　　　　補修箇所の形状、長さ、数量等

架台回り等の処置 ※図示による　　　　・　　　　　　　

２．既存防水層の処理

既存防水層の撤去

（３．２．４）

　　　　　　※改修標仕3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による

　・既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立ち上り部等の補修及び処置

（３．２．６）

６．塗膜防水 （３．6．2、3）　防水層の種別

種類 使用量
備考工法 種別

 脱気装置・ ・

仕上塗料

・製造所

　による 　による

施工箇所

※製造所

　の仕様　の仕様

 ・設ける
 ・設けない
 改修用ドレン
 ・設ける
 ・設けない

 ・設けない
 ・設ける

 保護層 ※Y-2

 ・

 ・設けない
 ・設ける ・
 保護層

 ・設けない
 ・設ける ※X-2
 脱気装置

 ・

 ※X-1

 ・

 ※Y-2

 ・L4X

 ・P1Y

 ・P2Y

 ・P0X

ウレタンゴム系塗膜防水X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量　

　※主材料製造所の指定による　　　　　・

（３．7．2、3、7 , 8）７．シーリング シーリング改修工法の種類　

　・シーリング充填工法

　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法

　・ブリッジ工法

　　　ボンドブレーカー張り　　　・適用する　 　・適用しない

　　　エッジング材張り　　　　　・適用する　 　・適用しない

シーリング材の種類、施工箇所　

　下表以外は、改修標仕表3.7.1による

シーリング材の種類（記号)施工箇所

シーリング材の目地寸法　

　※改修標仕3.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)　　　　　・

シーリング材の試験　

　※簡易接着性試験　　　　　　・引張接着性試験

（３．８．２、３）８．とい

・配管用鋼管　　　・硬質ポリ塩化ビニル管　　　・ルーフドレン

といその他の材種　　

・100㎜以上

・50㎜以上

・50㎜以上

・50㎜以上

種別 材種 張掛け幅

バルコニー用

バルコニー中継用

・100㎜以上

・100㎜以上
ろく屋根用（・縦型　・横型） ・

・

・

多雪地域の軒どいの取付間隔　　　・適用する　　　・適用しない

とい受け金物及び足金物
　材種及び形状　 　・　　　　　※改修標仕表3.8.2により溶融亜鉛めっきを行ったもの

ルーフドレンの取付け　　　　・　　　　　※改修標準仕様書3.8.3(8)による　　
たてどい受金物の取付け　　　※図示　　　・
鋼管製といの防露巻き　　　　・　　　　　※改修標仕表3.8.4による　　　
既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　　　※図示　　　・
防露材のホルムアルデヒドの放散量　　　※Ｆ☆☆☆☆　　　・

ルーフドレンの材種その他

（３．９．２、３）

種類　　・オープン形式（・押出250形　　・押出300形　　・押出350形）
　　　　・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式）
　　　　　　　本体幅（　　　　）mm　板厚（※2.0mm　　・　　　mm）

表面処理　　種別（　　　　　　）種

既存笠木等の撤去　　・行う（範囲　・図示　　・　　　　　）

　　　　　　　　　　・行わない

下地補修の工法　　　※図示　　　・

板材折曲げ形笠木の取付方法　　　※図示　　　・

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法等

　※図示　　　・

９．アルミニウム製笠木

１０．施工票 ・屋根防水工事完了後、仕様、施工業者名、完成年月日を記載した施工票を監督員の指示す
　る位置に取り付ける。

完 成 年 月 日

仕　　　　　様

施    工    者

施工票は、縦85㎜、横125㎜程度とする。　

　防虫網

　・ステンレス（SUS316）製

　※合成樹脂製

　・ガラス繊維入り合成樹脂製 　※0.25mm以上 　※16～18メッシュ

　・　・

６．樹脂製建具 （５．２．２）（５．３．２～５）性能等級

ガラス　            ※複層ガラス　　・
水切り板、ぜん板　　・図示　 　・
表面色            　※標準色　　・特注色　

　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・Ｈ－４　・Ｈ－５　・Ｈ－６　・　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・Ｔ－１　・Ｔ－２　・　　　　）
枠の見込み寸法　　・建具表による　　・
　　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
　　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
　　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
外部に面する建具

７．鋼製建具 （５．２．２）（５．４．２～５）

性能等級
　簡易気密型ドアセット　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　・適用しない
外部に面する建具の耐風圧性
　　　・Ｓ－４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
　　　・Ｓ－５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
　　　・Ｓ－６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　）
　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　）
　耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　）

ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・

　種類 　線径 　編目　材種

５　

建　

具　

改　

修　

工　

事

　新規建具周囲の補修方法及び範囲は　　※図示　　・

・ かぶせ工法　　　・ 撤去工法

　壁部分の開口の開け方　　※図示　　・

（５．１．３）

新規に建具を設ける場合

１．改修工法

２．防火戸 （５．１．４）

　　　　　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　　　　・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組　　　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　）

建具見本の程度　　　　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

３．見本の製作等 （５．１．５）

　　　　　　　　　　　　・行わない

建具見本の製作　　　　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　）

４．防犯建物部品

・　適用する　　　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　　　　　）

（５．１．７）

ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

・適用しない

・適用する　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　　　　）

　　　　　　・連動させる（・建具表による　　・　　　　　　）　　　・連動させない

５．アルミニウム製建具 （５．２．２～５）

・　適用しない

性能等級　　　　　　　　　　　　　　　　　
外部に面する建具
　　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
　　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
　　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
　枠の見込み寸法　　・建具表による　　　・

防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　）
断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　）
耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　）

表面処理　　
外部に面する建具　　・ＢＢ－１種　　・ＢＢ－２種　　・
　　　　　　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ・ブラック系　・ステンカラー）　
　屋内の建具　　　　　・ＢＣ－１種　　・ＢＣ－２種　　・
　　　　　　　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ・ブラック系　・ステンカラー）
ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　　　　　
結露水の処理方法　　・図示　　・
水切り板、ぜん板　　・図示　　・

網戸等

８．鋼製軽量建具 （５．２．２）（５．５．２～４）

性能等級
　簡易気密型ドアセット　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

召合せ、縦小口包み板等の材質　　※鋼板　　　・
ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　　　　　　　　　
鋼板の厚さ　　・　　　　mm　　　　※改修標仕表5.5.1による　　
　　　　　　　・カラー鋼板　　　　・ステンレス鋼板
鋼板の種類　　・亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板

　耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　）
　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　）
　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　）

　　　　　　　　　　　　・適用しない

９．ステンレス製建具 （５．２．２）（５．４．２）（５．６．２～５）性能等級
　簡易気密型ドアセット　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　・適用しない
外部に面する建具の耐風圧性
　　　・Ｓ－４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
　　　・Ｓ－５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）
　　　・Ｓ－６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　）
　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　）
　耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　）

ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　　　　　　　　　

鋼板の曲げ加工　　※普通曲げ　　　・角出し曲げ
表面の仕上げ　　　※ＨＬ仕上げ　　・鏡面仕上げ　　・ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ焼き付け

１０．建具金物 （５．７．１～４）金物の種類及び見え掛り部の材質等　　※改修標仕表5.7.1による　　・

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置　・建具表による　・
樹脂製建具用丁番の枚数及び大きさ　　※改修標仕表5.7.3による　　・
金属製建具用丁番の枚数及び大きさ　　※改修標仕表5.7.2による　　・

鍵
　マスターキー　　・製作しない　　・製作する（製作範囲　　　　　）　　
　　　　　　　　　・既存のマスターキーに合わせる
　その他の鍵　　　※各室３本１組　　　・
　鍵箱　　　　　　・有　　　・無

１１．自動ドア開閉装置 （５．８．２、３）

　性能値　※改修標仕表5.8.1による　　・
引き戸用駆動装置

性能値　※改修標仕表5.8.2による　　・
多機能ﾄｲﾚ出入口引き戸用駆動装置

　性能値　※改修標仕表5.8.3による　　・
引き戸用検出装置

凍結防止措置　　　　　・適用する（適用箇所は建具表による）　　・適用しない
引き戸検出装置の種類　※改修標仕表5.8.4による　　・
戸の開閉方式　　　　　・建具表による

１２．木製建具 建具材の含水率　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　　建築標仕（１６．７．２）

表面材の合板及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・第三種
かまち戸　　かまち樹種（　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　）　　　　　　　　（１６．７．２～４）
　　　　　　見込み寸法　　・建具表による　　※36mm 　
ふすま　　　張りの種別　　・Ⅰ型　　・Ⅱ型　　　　　　　　　 　建築標仕（１６．７．２～４）

　　　　　　上張り（押入れ等の裏側以外）　・鳥の子　・新鳥の子程度又はビニル紙程度
　　　　　　縁仕上げ　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリアー塗装）
　　　　　　見込み寸法　　・建具表による　　※19.5mm
戸ふすま 　 見込み寸法　　・建具表による　　※30mm
紙張り障子　見込み寸法　　・建具表による　　※30mm
枠及びくつずりの材料　　　・建具表による　

フラッシュ戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　建築標仕（１６．７．３）

表面材の厚さ(㎜)規格等

 普通合板

 天然木化粧合板
 特殊加工化粧合板

合板の種類

 　生地、透明塗料塗り（・　　　※ﾗﾜﾝ合板程度）
 　不透明塗料塗り  　（・　　　※しな合板程度）

 ※2.5以上　・

 ※3.2以上　・
 ※2.4以上　・

 表面の樹種

 樹種（　　　　　　　　　　　　　）
 化粧加工の方法（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装）

１３．自閉式上吊引戸装置 （５．９．３）

性能　※改修標準仕様書表5.9.1による　

１４．重量シャッター （５．１０．２、３）

種類　　　　・管理用シャッター　　　　耐風圧強度　（　　　　　）N/㎡　
　　　　　　・外壁用防火シャッター　　耐風圧強度　（　　　　　）N/㎡
　　　　　　・屋内用防火シャッター　　
　　　　　　・防煙シャッター
開閉方式による種類　　　※上部電動式（手動併用）　　・上部手動式　

　めっきの付着量　　　※Z12又はF12　　　・　
　　　　　　　　　 　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3312)
鋼板の種類　　　　　 ・溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3302)　　　　　

　・設ける（設置箇所　※図示による）　　・設けない

シャッタ－ケ－ス（防火、防煙以外の場合）　　・　設ける　　・　設けない

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構
障害物感知装置を設けた電動ｼｬｯﾀｰの設置箇所　　※図示による
二重ﾁｪｰﾝ、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動ｼｬｯﾀｰの設置箇所　※図示による

ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀｰｹｰｽ用鋼板

１５．軽量シャッター （５．１１．２～４）

開閉形式　　※手動式　　・上部電動式（手動併用式）
耐風圧強度　　　（　　　　　　）N/㎡
障害物感知装置を設けた電動ｼｬｯﾀｰの設置箇所　　※図示による
スラットの材質　　 ・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3312) 
　　　　　　　　　　　　めっきの付着量（※Z06又はF06　　・　　　　　　）
　　　　　　　　　 ・塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)
　　　　　　　　　　　　めっきの付着量（※AZ90　　・　　　　　　）
スラット形状　　　　　・インタ－ロッキング形　　・オ－バ－ラッピング形

１６．オーバーヘッドドア （５．１２．２～３）

セクション材料
による区分

耐風圧
区分

開閉方式
による区分

収納形式
による区分

ガイドレールの材料

 ※バランス式 ※ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ  ・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形 ・125 　※溶融亜鉛めっき鋼板
 ・100  ・チェーン式 ・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ  ・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形 　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

 ・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽ  ・75  ・電動式  ・ﾊｲﾘﾌﾄ形  (・　　※SUS304、SUS430
 ・50 　ﾀｲﾌﾟ  ・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形  　　J1L又はSUS443J1)

１７．ガラス （５．１３．２～４）

　　　　　　　　耐久性による区分（日射熱遮へい性による区分が２種の場合）
　　　　　　　　日射遮へい性による区分　　・１種　　・２種　　・３種
・熱線反射ｶﾞﾗｽ　板ガラスによる種類及び厚さによる種類　　・建具表による

　　　　　　　断熱性による区分　　　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

　　　　　　　　　　性能による種類　　・１類　　・２類

・複層ｶﾞﾗｽ　　材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びに複層ｶﾞﾗｽの厚さ　・建具表による

　　　　　　　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類　　・Ⅰ類　　・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス　板ガラスによる種類及び厚さによる種類　　・建具表による

・強化ガラス　形状による種類及び材料板ｶﾞﾗｽの種類による名称　　　・建具表による

・合わせｶﾞﾗｽ　材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びにｶﾞﾗｽの合計厚さによる種類

　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種
　　　　　　　　映像調整　　・行う　　　・行わない

　　　　　　　日射取得性、日射遮へい性による区分　　・Ｇ　　・Ｓ
　　　　　　　乾燥気体の種類　　　　・空気　・アルゴン

　　　　　　　形状による種類　　・平面合わせガラス　　　・曲面合わせガラス
　　　　　　　落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類
　　　　　　　　・Ⅰ類　　・Ⅱ類－1　　・Ⅱ類－2　　・Ⅲ類

・型板ガラス　　　　厚さによる種類　　　　　　　　　・建具表による
・フロート板ガラス　品種及び厚さの呼びによる種類　　・建具表による

・網入板ｶﾞﾗｽ及び線入板ｶﾞﾗｽ　網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

　　　　　　　　・建具表による

　　　　　　　　・建具表による

・倍強度ガラス　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類　　・建具表による

ガラス留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ

 ・シーリング材

 ・ガスケット

 ・シーリング材

 ・

 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

 鋼製及び鋼製軽量
 ステンレス製

 ・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形

 ・

 ・図示

 ※建具製造所の仕様による

 ・図示

 ※建具製造所の仕様による

１８．ガラスブロック （５．１３．５）

表面
形状

呼び寸法
(㎜)

厚さ
(㎜)

色調

ク
リ
ア

乳
白

目地幅（㎜)

平積み 曲面積み

 正方形  　80

 ・160×160  ・95

 ・  ・

 ・  ・

 ※8～15  外側 ・125×125

伸縮調整目地
(㎜)

 ※15以下
 ・
 内側
 ※6以上
 ・

 ・15～25
 ・

 ・95 ・200×200

 ・125

 ・  ・

 長方形  　80

 ・125

 　95

 　95

 ・  ・

 ・  ・

 ・  ・

 ・図示

 ※6m以下ごとに

 ・

 ・320×320

 ・250×125

 ・320×160

 　幅10～25

壁用金属枠及び補強材・形状　　・図示

力骨　　材質　　※ステンレス鋼（SUS304）　　・

　　　　　形状　　※はしご形状複筋及び単筋　　・
　　　　　寸法　　※径5.5mm　　・

　化粧目地モルタルの色　　（　　　　　　　　　　）
　金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製
　　　　　　　　　　寸法　・図示　・
　　　　　　　　　　形状　・図示　・

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　（　　　　　　　　　　　　　）
　目地部の横力骨の納まり
　　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　・

　工法

用途地域　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

Ａ ０１
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改修計画地：秋田県大仙市板見内字一ツ森410

車庫棟

特別養護老人ホーム 真森苑（紫陽花館）

庭園A

草階建築創作所東京支店

秋田本社

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

製 図計 画 意 匠 構 造 電 気 機 械

図面番号

管　理　建　築　士
日年 月設計年月日

株式会社一級建築士事務所
代表取締役 秋田市中通２丁目２番３２号

一級建築士登録番号

０４２（４６２）２１８８

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称

佐藤　幸喜

400
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第３０４３４２号
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×

×
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車庫棟 車庫棟

増設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

浄化槽廃止
地下ﾀﾝｸ

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

受水槽
浄化槽廃止

地下ﾀﾝｸ

受水槽
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

特別養護老人ホーム 真森苑

（紫陽花館）

（１）

工事施工の注意事項○

工事用電力と用水の工事費、及び料金は一切工事請負人の負担とする。

仮設建物、仮設作業場の用地は、総て工事請負人の負担とし、承認を受けてから使用すること。

本工事の施工進捗状況に伴う官公署への手続きが必要な場合は、すべて本工事請負人の責任をもって無償でおこうなうこと。

現場代理人及び主任技術者は、現場内の取締りに関する一切の事項を処理し、不測の災害防止に対し、必要な措置をとること。

一般事項○

（４）

（３）

（１）

（２）

○工事内容

Ⅰ 工事概要

工事内容は下記によるほか、図示による。

（１）

（２）

〔紫陽花館〕：トップライトのガラスの亀裂・破損箇所を改修する。（計11ヶ所）

材料、及び施工上の不明な点が生じた場合は、速やかに監督員と協議し、その指示に従うこと。

施設を稼働しながらの工事の為、施工場所、施工時間は事前に監督員と密に協議すること。

（３）

（２）

既設の構造物及び公共物等に損傷をおよぼすことのない様に注意し、万一これらの物件に損傷を与え、

又、移動を行った場合は、補償または復旧すること。

〔真森苑・紫陽花館〕：排煙窓手動開放装置（オペレーター）を改修する。（計58ヶ所）
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金 谷　修100

計 画 意 匠管　理　建　築　士
日年 月

一級建築士登録番号 第３０４３４２号
 50

地域交流コーナー２

２ ２職員玄関 検収室

1 風除室Ａ

1 風除室Ｅ １ 風除室Ｆ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIXｵｰﾄﾄﾞｱ

ﾌﾞﾗｯｸ

SL－250（連動型）､ﾄﾞｱ部分木目ﾌｨﾙﾑ貼､両ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠､ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ､ｵｰﾄﾄﾞｱ用ｽｲｯﾁ､SOV型､､他付属金物一式

100

FL5､FL3（ﾗﾝﾏ部分）､ﾄﾞｱｶﾞﾗｽPW6．8

ﾌﾞﾗｯｸ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX片開きﾄﾞｱ

SL－88､ｻﾑﾀｰﾝｼﾘﾝﾀﾞｰ錠､SUS沓摺､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､他付属金物一式

100

FL5､FL3（ﾗﾝﾏ部分）

ﾌﾞﾗｯｸ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX両開きﾄﾞｱ

SL－88（連動型）､ｻﾑﾀｰﾝｼﾘﾝﾀﾞｰ錠､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｱﾙﾐ額縁（室内側）､他付属金物一式

70

FL5､FL3（ﾗﾝﾏ部分）

ﾌﾞﾗｯｸ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付引違い戸

70

SL－88（連動型）､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠､引手､ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ､ｱﾙﾐ額縁（室内側）､他付属金物一式

FL5､FL3（ﾗﾝﾏ部分） 1ヶ所腰ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIXｵｰﾄﾄﾞｱ

ﾌﾞﾗｯｸ

SL－250（連動型）､ﾄﾞｱ部分木目ﾌｨﾙﾑ貼､両ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠､ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ､ｵｰﾄﾄﾞｱ用ｽｲｯﾁ､SOV型､､他付属金物一式

100

FL5､FL3（ﾗﾝﾏ部分）､ﾄﾞｱｶﾞﾗｽPW6．8

100

ﾌﾞﾗｯｸ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX親子開きﾄﾞｱ

SL－88（連動型）､ｻﾑﾀｰﾝｼﾘﾝﾀﾞｰ錠､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｱﾝｸﾞﾙ､SUS沓摺､他付属金物一式

1ヶ所（外ｱﾙﾐ額縁､内 ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ）

FL5､FL3（ﾗﾝﾏ部分） 一部断熱ﾊﾟﾈﾙ

２ 風除室Ｃ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX親子開きﾄﾞｱ

SL－88（連動型）､ｻﾑﾀｰﾝｼﾘﾝﾀﾞｰ錠､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ､ｱﾝｸﾞﾙ､SUS沓摺､他付属金物一式

ﾌﾞﾗｯｸ

100

FL3

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

Ａ
R 5

鋼製建具表（1）
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９

ＡＤＷ
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ＡＤＷ
１３

ＡＤＷ
１４

ＡＤＷ
１５

ＡＤＷ
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１１'
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１１

ＡＷ
１２

ＡＷ
１６

ＡＷ
１３

草階建築創作所東京支店

秋田本社

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

製 図構 造 電 気 機 械

図面番号

設計年月日

株式会社一級建築士事務所
代表取締役 秋田市中通２丁目２番３２号

０４２（４６２）２１８８

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称

佐藤　幸喜

金 谷　修100

計 画 意 匠管　理　建　築　士
日年 月

一級建築士登録番号 第３０４３４２号
 50

談話コーナー２ １ 集会室 １ 居室（2人）③ １ 食堂Ｂ

７０

１ 居室（2人）② １ 医務・看護・静養室、居室（1人） ２ 渡り廊下

７０

１ 食堂Ａ

１ サービスステーション

２ 食堂・談話コーナー １ 一般浴室１ 倉庫・介護材料室

ﾌﾞﾗｯｸ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX窓

SL－88､ｸﾚｾﾝﾄ､結露受､水切､ｱﾝｸﾞﾙ､他付属金物一式

ﾌﾞﾗｯｸ

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX窓

SL－88､ｸﾚｾﾝﾄ､結露受､水切､ｱﾝｸﾞﾙ､他付属金物一式

ﾌﾞﾗｯｸ

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX窓

SL－88､結露受､内部ｱﾙﾐ額縁､ｱﾝｸﾞﾙ､他付属金物一式

ﾌﾞﾗｯｸ

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX窓

SL－88､ｸﾚｾﾝﾄ､結露受､ｱﾙﾐ額縁､ｱﾝｸﾞﾙ､他付属金物一式

FL3＋A6＋FL3 FL3＋A6＋FL3 FL5＋A6＋FL5　（ﾗﾝﾏ部分）FL－3＋A－6＋FL－3 FL5＋A6＋FL5　（ﾗﾝﾏ部分）FL3＋A6＋FL3

ﾌﾞﾗｯｸ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付4枚引違い戸

SL－88､ｸﾚｾﾝﾄ､ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ､ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ（室内外）､他付属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ網戸

ﾌﾞﾗｯｸ

70

SL－88､ｸﾚｾﾝﾄ､ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ､ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ（室内外）､他付属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ網戸

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付連窓引違い戸

ﾌﾞﾗｯｸ

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付連窓引違い戸

SL－88､ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠､ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ､ｱﾙﾐ額縁（室内側）､水切､他付属金物一式

ﾌﾞﾗｯｸ

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX窓

SL－88､ｸﾚｾﾝﾄ､結露受､水切､ｱﾝｸﾞﾙ､他付属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ網戸

FL3＋A6＋FL3 FL3＋A6＋FL3 PW6．8＋A6＋FL3 FL3＋A6＋FL3

ﾌﾞﾗｯｸ

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付4枚引違い戸

70

SL－88､ｷｰ付ｸﾚｾﾝﾄ､引手､ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ､ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ（室内外）､他付属金物一式

ﾌﾞﾗｯｸ

70

SL－88､ｷｰ付ｸﾚｾﾝﾄ､引手､ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ､ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ（室内外）､他付属金物一式

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX引分け框戸

ｽﾃﾝﾚｽ網戸

ﾌﾞﾗｯｸ

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付4枚引違い戸

SL－88､ｸﾚｾﾝﾄ､ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ､ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ（室内外）､他付属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ網戸

ﾌﾞﾗｯｸ

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付4枚引違い戸

SL－88､ｸﾚｾﾝﾄ､ﾌﾗｯﾄﾚｰﾙ､ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ（室内外）､他付属金物一式

ｽﾃﾝﾚｽ網戸

FL3＋A6＋FL3 FL5＋A6＋FL5　（ﾗﾝﾏ部分）FL3＋A6＋FL3 FL3＋A6＋FL3 FL3＋A6＋FL3

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

Ａ
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３
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草階建築創作所東京支店

秋田本社

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

製 図構 造 電 気 機 械

図面番号

設計年月日

株式会社一級建築士事務所
代表取締役 秋田市中通２丁目２番３２号

０４２（４６２）２１８８

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称

佐藤　幸喜

金 谷　修
50
100

計 画 意 匠管　理　建　築　士
日年 月

一級建築士登録番号 第３０４３４２号

１ 浴室Ｂ １ 浴室Ｂ 地域交流コーナー上部２

８ 食堂Ａ吹抜上部

100

１

ｵｰﾄﾄﾞｱ（熱線式）、外部ﾚｰﾙはﾋｰﾀ入り、衝突防止ｼｰﾙ

風除室

FL5、ﾗﾝﾏ：FL3、ﾄﾞｱ：FL3

ｵｰﾄﾄﾞｱ一式、連動ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、他付属金物一式

ｶﾗｰ、ﾄﾞｱ：ﾀﾞｲﾉｯｸﾌｨﾙﾑ

排煙窓+FIX付自動引き分けｱﾙﾐﾄﾞｱ（紫陽花館）

70

ｶﾗｰ

FL5+A6+FL5、ﾗﾝﾏ：FL3+A6+FL3

衝突防止ｼｰﾙ

２ 廊下

水切り、ｱﾝｸﾞﾙ、結露受ｱﾝｸﾞﾙ、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、他付属金物一式

排煙窓+FIX付両開きｱﾙﾐﾄﾞｱ（紫陽花館）

70

ｶﾗｰ

FL5+A6+FL5、ﾗﾝﾏ：FL3+A6+FL3

１ 食堂及び機能回復訓練室

水切り、ｱﾝｸﾞﾙ、結露受ｱﾝｸﾞﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、他付属金物一式

SUS網戸

排煙窓+引違いｱﾙﾐﾄﾞｱ（紫陽花館）

70 70

ｶﾗｰ

１

FL6、ﾗﾝﾏ：FL3

水切り、ｱﾙﾐ額縁、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、他付属金物一式

特別浴室

ｶﾗｰ

１

FL6、ﾗﾝﾏ：FL3

水切り、ｱﾙﾐ額縁、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、他付属金物一式

特別浴室

排煙窓+FIXｱﾙﾐｻｯｼ（紫陽花館） 排煙窓+FIXｱﾙﾐｻｯｼ（紫陽花館）

※排煙窓1ヶ所固定改修済 ※排煙窓1ヶ所固定改修済

70

ｶﾗｰ

１

FL3+A6+FL3

洗濯室

排煙窓+引違いｱﾙﾐﾄﾞｱ（紫陽花館）

水切り、ｱﾝｸﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ﾚｰﾙ、戸車、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、他付属金物一式

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX窓

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付FIX窓

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付3連片引き窓

ｽﾃﾝﾚｽ網戸 ｽﾃﾝﾚｽ網戸

ﾌﾞﾗｯｸ

SL－88､ｸﾚｾﾝﾄ､結露受､ｱﾙﾐ額縁､ｱﾝｸﾞﾙ､他付属金物一式

FL5＋A6＋FL5　（ﾗﾝﾏ部分）FL3＋A6＋FL3

ﾌﾞﾗｯｸ

SL－88､ｸﾚｾﾝﾄ､結露受､ｱﾙﾐ額縁､ｱﾝｸﾞﾙ､他付属金物一式

FL5＋A6＋FL5　（ﾗﾝﾏ部分）FL3＋A6＋FL3

ﾌﾞﾗｯｸ

FL3＋A6＋FL3

SL－550､水切､ｱﾙﾐ額縁（室内外）､他付属金物一式

ﾌﾞﾗｯｸ

70

FL3＋A6＋FL3

SL－550､水切､ｱﾙﾐ額縁（室内外）､他付属金物一式

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付2連片引き窓

地域交流コーナー上部４

ﾌﾞﾗｯｸ

70

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付3連片引き窓

FL3＋A6＋FL3

SL－550､水切､ｱﾙﾐ額縁（室内外）､他付属金物一式

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

ｔ6ｱﾙﾐ断熱ﾊﾟﾈﾙ
排煙窓は固定済

ｔ6ｱﾙﾐ断熱ﾊﾟﾈﾙ
排煙窓は固定済

Ａ
R 5 9

鋼製建具表（3） ０７真森苑トップライト他改修工事



5
0
0
5
0
0

900900900

9
0
0

9
0
0

900 900 900 900 900 900

118°

900 900 900 900 900 900 900 900

9
0
0

9
0
0

118°

118

800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800

5
0
0

5
0
0

118°

ＴＰ
１

ＴＰ
２

ＴＰ
３

ＴＰ
４

草階建築創作所東京支店

秋田本社

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

製 図構 造 電 気 機 械

図面番号

設計年月日

株式会社一級建築士事務所
代表取締役 秋田市中通２丁目２番３２号

０４２（４６２）２１８８

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称

佐藤　幸喜

金 谷　修100

計 画 意 匠管　理　建　築　士
日年 月

一級建築士登録番号 第３０４３４２号
 50

ｱﾙﾐﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ（紫陽花館）

ｼﾙﾊﾞｰ

PW6.8＋A6＋FL6

２ 玄関、ホール

2段水切､他付属金物一式

耐火断熱ﾀｲﾌﾟ

ｱﾙﾐﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ（紫陽花館）

ｼﾙﾊﾞｰ

PW6.8＋A6＋FL6

2段水切､他付属金物一式

耐火断熱ﾀｲﾌﾟ　　電動ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

１ 食堂及び機能回復訓練室

ｱﾙﾐﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ（紫陽花館）

ｼﾙﾊﾞｰ

PW6.8＋A6＋FL6

2段水切､他付属金物一式

耐火断熱ﾀｲﾌﾟ　　電動ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

１ 食堂及び機能回復訓練室

ｱﾙﾐﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ（紫陽花館）

ｼﾙﾊﾞｰ

PW6.8＋A6＋FL6

2段水切､他付属金物一式

耐火断熱ﾀｲﾌﾟ　　電動ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

１ ホール

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

姿 　　  図

付 属 金 物

形　　 　式

見　 　　込

仕　　　 上

硝　　　 子

備　　 　考

数　　 　量

Ａ
R 5 9

鋼製建具表（4） ０８真森苑トップライト他改修工事



草階建築創作所東京支店

秋田本社

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

製 図計 画 意 匠 構 造 電 気 機 械

図面番号

管　理　建　築　士
日年 月設計年月日

株式会社一級建築士事務所
代表取締役 秋田市中通２丁目２番３２号

一級建築士登録番号

０４２（４６２）２１８８

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称

佐藤　幸喜

200
400

第３０４３４２号

金 谷　修

参考図

西 面

北 面

南 面

東 面

立面図 S＝1：200

Ａ既存 立面図（参考図）
R 5 9

０９真森苑トップライト他改修工事



▽GL

▽1FL

▽GL

▽1FL

▽GL

▽1FL

草階建築創作所東京支店

秋田本社

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

製 図計 画 意 匠 構 造 電 気 機 械

図面番号

管　理　建　築　士
日年 月設計年月日

株式会社一級建築士事務所
代表取締役 秋田市中通２丁目２番３２号

一級建築士登録番号

０４２（４６２）２１８８

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称

佐藤　幸喜

100
 50

第３０４３４２号

金 谷　修

(ｱ)25 硬質ｳﾚﾀﾝﾎﾞｰﾄﾞ

ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ
19φ160×400 HL (ｱ)25 防水ﾓﾙﾀﾙ

(ｱ)5 ｶｶﾞﾐ(ｽﾃﾝﾚｽ枠)

ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝBOX(ｱ)1.6 SOP

(ｱ)120 砕石(RC-40)

(ｱ)0.15 土間ｼｰﾄ

(ｱ)25 硬質ｳﾚﾀﾝﾎﾞｰﾄﾞ敷込

(ｱ)130 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

床:厚12 ﾅﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(塗装品)

(ｱ)25硬質ｳﾚﾀﾝﾎﾞｰﾄﾞ敷込

押えｺﾝｸﾘｰﾄ仕上材込(ｱ)100

(ｱ)130　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 4φ100目

(ｱ)0.15　土間ｼｰﾄ

(ｱ)120　砕石(RC-40)

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し吹付ﾀｲﾙ

(ｱ)60 ｱｽﾛｯｸ(耐火Wn-1029)

ｽﾃﾝﾚｽEXP.J

ｽﾃﾝﾚｽEXP.J

(ｱ)9.5 JPB ｸﾛｽ

ｱﾙﾐ笠木 W=325

(ｱ)120 砕石(RC-40)

(ｱ)0.15 土間ｼｰﾄ

(ｱ)25 硬質ｳﾚﾀﾝﾎﾞｰﾄﾞ敷込

(ｱ)130 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｱﾙﾐ笠木 W=325

ﾃﾞｯｷPLｳﾗ:
　厚20 発泡ｳﾚﾀﾝ吹付

柱・梁:厚35 ﾛｯｸｳｰﾙ吹付

厚35 ﾛｯｸｳｰﾙ吹付

耐火ｳｫｰﾙ

天井:厚9.5 PB下地 ｸﾛｽ貼
塩ビ廻縁

手洗ｶｳﾝﾀｰ

床:厚2.0 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(ﾏｰﾌﾞﾙ)

ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=100 CL

小壁:厚12.5 PB下地 ｸﾛｽ貼

床:厚2.8 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(木目)

小壁:厚12.5 PB下地 ｸﾛｽ貼

腰壁:厚12.5 PB下地 木目ｸﾛｽ

流し台

吊戸棚

木製巾木 H=100 CL

天井:厚9.5 PB下地 ｸﾛｽ貼

木製廻縁 CL

ﾎｽﾋﾟﾀﾙｶｰﾃﾝ

参考図

ｶﾁｵﾝ下地調整材
防塵塗装

腰壁:厚9.5 PB下地
　　 木目調ｸﾛｽ貼

ＷＣ 脱衣室廊下 ホール 特別浴室居室(2人)②

渡り廊下渡り廊下
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3,0002,2004,240
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床暖房部分標準図 S＝1：10

C D E FB

10

S＝1：50渡り廊下断面詳細図

2.5

31°

X18

1.5
100

X18

断面詳細図 S＝1：50

Ａ既存 断面詳細図①「紫陽花館」(参考図)
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１０真森苑トップライト他改修工事



▽GL

▽1FL

OPEN

改　修

草階建築創作所東京支店

秋田本社

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

製 図計 画 意 匠 構 造 電 気 機 械

図面番号

管　理　建　築　士
日年 月設計年月日

株式会社一級建築士事務所
代表取締役 秋田市中通２丁目２番３２号

一級建築士登録番号

０４２（４６２）２１８８

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称

佐藤　幸喜

100
 50

第３０４３４２号

金 谷　修

ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ
19φ160×400 HL

(ｱ)25 硬質ｳﾚﾀﾝﾎﾞｰﾄﾞ

(ｱ)25 防水ﾓﾙﾀﾙ

ﾒﾙｸｼﾊﾟｲﾝ100×25 CL

ﾒﾙｸｼﾊﾟｲﾝ60×25 CL

ｶﾏ場450×450×450

手洗ｶｳﾝﾀｰ

ﾒﾙｸｼﾊﾟｲﾝ45×25 CL (ｱ)5 鏡(ｽﾃﾝﾚｽ枠)

(ｱ)120 砕石(RC-40)

(ｱ)0.15 土間ｼｰﾄ

(ｱ)25 硬質ｳﾚﾀﾝﾎﾞｰﾄﾞ敷込

(ｱ)130 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝBOX(ｱ)1.6 SOP

ﾎｽﾋﾟﾀﾙｶｰﾃﾝ
ﾎｽﾋﾟﾀﾙｶｰﾃﾝ天井:厚9.5 PB下地 ｸﾛｽ貼 (ｱ)9.5 JPBﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

木製巾木 H=100 CL

床:厚2.8 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(木目) 床:厚2.8 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(木目)

木製巾木 H=100 CL

小壁:厚12.5 PB下地 ｸﾛｽ貼

腰壁:厚9.5 PB下地
　　 厚5.5 ﾅﾗ練付合板 目透ｼ CL

小壁:厚12.5 PB下地 ｸﾛｽ貼

腰壁:厚9.5 PB下地
　　 木目調ｸﾛｽ貼

塩ビ廻縁 塩ビ廻縁

吉野耐火ｳｫｰﾙB

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

女子ＷＣ化粧室

廊下

居室(2人)⑫居室(2人)⑪居室(1人)⑦

9,060 6,000 4,500 4,500
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2
,
6
0
0

2,700 9,000
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断面詳細図 S＝1：50

Ａ既存 断面詳細図②「紫陽花館」(参考図)
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１１真森苑トップライト他改修工事



▽GL

▽1FL

OPEN

草階建築創作所東京支店

秋田本社

東京都西東京市芝久保町３丁目１３番４号 電話

電話 ０１８（８３３）５５５５

製 図計 画 意 匠 構 造 電 気 機 械

図面番号

管　理　建　築　士
日年 月設計年月日

株式会社一級建築士事務所
代表取締役 秋田市中通２丁目２番３２号

一級建築士登録番号

０４２（４６２）２１８８

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称

佐藤　幸喜

100
 50

第３０４３４２号

金 谷　修

ﾋﾊﾞ35×35 PU

ﾋﾊﾞ小巾板(本実)PU

ｽﾁｰﾙｶｰﾃﾝBOX(ｱ)1.6 SOP

(ｱ)25 硬質ｳﾚﾀﾝﾎﾞｰﾄﾞ

電動ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

黒御影石(本磨き)120×25 泥落としﾏｯﾄ
150角磁器ﾀｲﾙ

150角磁器ﾀｲﾙ

50二丁掛ﾀｲﾙ

ﾒﾙｸｼﾊﾟｲﾝ45×25 CL

ﾒﾙｸｼﾊﾟｲﾝ145×25 CL

(ｱ)130 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

(ｱ)100 押えｺﾝｸﾘｰﾄ仕上材込

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 4φ100目

(ｱ)25 硬質ｳﾚﾀﾝﾎﾞｰﾄﾞ敷込

(ｱ)120 砕石(RC-40)

(ｱ)0.15 土間ｼｰﾄ

(ｱ)120 砕石(RC-40)

(ｱ)0.15 土間ｼｰﾄ

(ｱ)25 硬質ｳﾚﾀﾝﾎﾞｰﾄﾞ敷込

(ｱ)130 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

天井:(ｱ)9.5 PB下地 ｸﾛｽ貼 天井:(ｱ)9.5 PB下地 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾒﾙｸｼﾊﾟｲﾝ45×25 CL

壁:(ｱ)5.5 PB下地 ﾅﾗ練付合板目透ｼ CL
　 (FL+2300ﾏﾃﾞ)

壁:(ｱ)9.5 PB下地 ｸﾛｽ貼

壁:(ｱ)9.5 PB下地 ｸﾛｽ貼

床:厚12 ﾅﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(塗装品)

木製巾木 H=100
ﾒﾙｸｼﾊﾟｲﾝ 100×25 CL

床:厚12 ﾅﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(塗装品)

木製巾木 H=100

参考図

壁:(ｱ)12.5 PB下地 木目調ｸﾛｽ貼
　 (FL+2300ﾏﾃﾞ)

(ｱ)9.5 JPB ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

廊下

玄関ホール 風除室 ポーチ
食堂及び

機能回復訓練室
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断面詳細図 S＝1：50

Ａ既存 断面詳細図③「紫陽花館」(参考図)
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